
広域資源輸送システム分科会開催結果の概要

１．広域輸送を伴う資源循環事業の実施事例報告と意⾒交換
・株式会社NEWSCON： ⾦属リサイクルの現状と課題 ⼈⼿・船舶・荷役能⼒の不⾜等
・株式会社アイケーシー： 圧縮梱包技術の導⼊事例、事業の現状と課題等

荷姿等の最適化、共同輸送等による積載効率向上に向けた連携等
・株式会社エックス都市研究所：国交省における広域輸送実証のフォローアップ

２．⼤規模災害発⽣時における港湾インフラの利⽤可否の⾒通しについて情報提供
各企業におけるBCP検討

第３回 広域資源輸送システム分科会 ⽇時：令和４年12⽉８⽇（⽊）13時30分〜16時30分
場所：プレスセンター⼩会議室（対⾯）及びwebexによる オンライン併⽤
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第４回 広域資源輸送システム分科会 ⽇時：令和５年１⽉31⽇（⽕）13時30分〜16時
場所：運輸総合研究所２階会議室（対⾯）及びwebexによるオンライン併⽤

１．リサイクルポートに関する国交省港湾局からの情報提供と意⾒交換
リサイクルポート施策に基づく財政⽀援（積替・保管施設等）や環境整備、荷主連携による共同輸送
リサイクルポート推進協議会における部会設置、災害廃棄物輸送マニュアルの検討等

２．今後の事業モデル検討の進め⽅等に関する意⾒交換
モデル事業プランの検討⼿順イメージの提⽰
ターゲットとなる対象資源設定に向けたヒアリング実施等
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モデル事業プラン案の検討⼿順イメージ（その１）

広域資源輸送システム分科会においては、今後、以下のようなモデル事業プラン案の検討⼿順を念
頭に置きつつ、可能な範囲での必要な情報収集・整理を⾏い、意⾒交換を⾏う。
※他分科会での検討結果から、広域輸送が必要なものが出てきた場合には、検討対象に含める。
※モデル事業プランの検討と、実際の事業化段階の検討とは、切り分けて考える必要がある。
以下の検討⼿順の中には、事業化段階の検討に委ねるべきものも含まれる。

・発⽣需要地域内に処理施設が無い、発⽣需要と処理の地域的インバランス等、広域輸送が必要
とされる条件、成⽴条件を整理する。

・下⽔汚泥焼却灰、廃プラなど、今後の新たな循環資源と考えられるものについて、処理プロセ
ス、需要の⾒通し、処理能⼒、これらの地域分布の⾒通し等の情報を収集する。

・成⽴条件に照らして、各対象資源ごとに、広域輸送の必要性があるかどうかの検討を⾏う。

・これらを踏まえ、政策の動向や政策的意義、事業化に関する会員企業の意向等を踏まえ、ター
ゲットとなる資源の想定を⾏う。

１．広域内航輸送を含む資源循環事業（平時、災害時）の成⽴条件の明確化
２．ターゲットとなる資源循環の想定
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モデル事業プラン案の検討⼿順イメージ（その２）

3．広域輸送を含む資源循環事業のプロセスの具体化

4．インフラ条件の明確化

・利⽤可能な港湾施設、係留、荷役、積み替えや保管等の施設の配置状況や利⽤条件、災
害時に関する残存能⼒の⾒通しについての情報を整理する。
・対象資源の輸送に必要な施設の種類、規模、機能等を整理する。
・上記の照合により、輸送プロセスの想定や、インフラ⾯での課題の整理を⾏う。

5．必要な技術、活⽤可能な技術の明確化

・過去の輸送・処理における実績等に基づき、必要に応じて、活⽤すべき技術について整理
する。

・資源循環のOD（貨物輸送の出発点と終点）や輸送量、荷姿や処理・荷役⽅法、輸送ルー
トと利⽤港湾の想定を⾏い、収集や仮置き、港湾への搬⼊、海上輸送、処理等といったプロ
セスの具体化を図る。



モデル事業プラン案の検討⼿順イメージ（その３）

・前項までの検討に基づき、事業プラン（案）を作成する。
収集・処理計画、輸送計画、施設利⽤計画等

・既存の広域輸送の事例における課題点を整理し、今後、重点的に検討すべき課題について想
定を⾏う。上記の３．４．での検討を踏まえたインフラ⾯、技術⾯での課題を整理する。

・事業採算⾯、輸送能⼒⾯、インフラ施設の充⾜や運⽤⾯、オペレーション⾯等の観点からの
実現可能性の分析・検証を⾏い課題の整理を⾏う。

６．優先度の⾼いモデル事業プラン（案）の作成

７．事業可能性の検証

８．想定される課題と対応策の整理
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